
在宅入力用の機能

「ネットワーク遅延表示」
と

「会場表示エコーバック」の設定方法

(IPtalk9t69での設定方法)

２０２０年９月２７日



IPtalk9t69で「補W2」ページに「遠隔入力用」枠と
「表示エコーバック」チェックと「ネットワーク遅延表示」チェック
を作りました。



【入力パソコン】

自宅 会場側

【ブリッジパソコン】

入力文

ＩＰｔａｌｋ
表示部を送信

ＩＰｔａｌｋ
表示モニタ

インターネット

エコーバック

在宅入力用の機能 「会場表示エコーバック」

【表示パソコン】

・インターネットは、通信経路
により表示の順番が入れ替
わったり、表示が落ちたりす
ることがあるため、入力パソ
コンの表示と教室の字幕が
異なる可能性がある。

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%8D%E3%83%83%E3%83%88%E3%80%80%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%82%AF&source=images&cd=&cad=rja&docid=QKwYHU2fYxN3PM&tbnid=sBKW_xqc3LDhwM:&ved=0CAUQjRw&url=http://www.material-land.com/index.php?p_mode=view&p_icon=3472&ei=8KapUdmVMIqiigeLlIGoDw&bvm=bv.47244034,d.aGc&psig=AFQjCNF44YsunnlEIcmSpG_Vj29uJbiLwA&ust=1370159152720915


「会場表示エコーバック」の設定方法
入力機
①「テンプレート前ロールモニター」ウィンドウ
の1つ目のスプリッタの下を開く。

②表示されない時は「パートナー」ページ
の「パンチ」ボタンを押す。

表示機

①「補W2」ページの「遠隔入力用」枠
の「表示エコーバック」チェックを入れる。

【注意】
表示機1台のみにチェックを入れてください。
複数台にチェックを入れるとエーコーバックの
表示が乱れます。



「会場表示エコーバック」の表示例

・表示機の桁数・行数でエコーバックされます。



【入力パソコン】

自宅 パートナーの自宅

【入力パソコン】

インターネット

応答時間計測
※在宅入力者同士も遅延計測する

ＩＰｔａｌｋ
応答

ＩＰｔａｌｋ
遅延計測

在宅入力用の機能 「ネットワーク遅延表示」

←1秒以内
←2秒以内
←3秒以内
←4秒以内
←4秒以上

ネットワーク遅延は連係入力に
影響する。

入力者が遅延を意識することで
一時的に1入力の長さを長くする
など対策が可能

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%8D%E3%83%83%E3%83%88%E3%80%80%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%82%AF&source=images&cd=&cad=rja&docid=QKwYHU2fYxN3PM&tbnid=sBKW_xqc3LDhwM:&ved=0CAUQjRw&url=http://www.material-land.com/index.php?p_mode=view&p_icon=3472&ei=8KapUdmVMIqiigeLlIGoDw&bvm=bv.47244034,d.aGc&psig=AFQjCNF44YsunnlEIcmSpG_Vj29uJbiLwA&ust=1370159152720915


「ネットワーク遅延表示」の設定方法
入力機 （見たい人のみ）

①「補W2」ページの「遠隔入力用」枠
の「ネットワーク遅延表示」チェックを
入れる。

②「8人モニター」ウィンドウの
「名前」枠の色が変化します。



ネットワーク遅延が連携入力に及ぼす影響
ネットワーク遅延が250msecあると連携入力が困難になるという研究結果あります。
①音声・映像の情報を得るタイミングの差
②モニター部の表示の遅れ

・図は「インターネットを活用した『どこでも情報保障』の提案」のP34
http://www.s-kurita.net/largo/largo_report2006_ubiquitous.pdf

・引用論文は以下
[13] 小林敏泰、村田健史、木村 映善、遠隔パソコン要約筆記システムの開発、電子情報通信学会技術研究報告、vol.105, No.506, pp.55-60, 2006.
[14] 小林敏泰、VPN を用いた動画像ストリーミング配信による遠隔パソコン要約筆記の検討、愛媛大学工学部情報工学科卒業論文、2006.
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